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地区

地区地域づくりの会
第 ６ 号　令和元年7月1日

1. 田中地区のつながりを大切にして、住民・区・各種団体がそれぞれに自らできることを実践し、不足す
るものについては周囲と助け合える関係性をつくります。
2.田中駅周辺・海野宿・東御市の中心部として充実している社会インフラといった地域資源を有効活用し、
産業を元気にするとともに、地域交流や地域教育にも活かします。
3. 親・子・孫世代、近隣住民が触れ合う中で、田中地区の魅力や引き継がれてきた価値観をコミュニティ
の中で共有します。
4. 最終的には、田中地区の確かな基盤のある暮らしを維持・発展させ、若い世代が戻る、あるいは入って
くる地域をつくります。
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あなたも地域づくりに参加してみませんか。　委員募集中！
　将来の地域づくりは、住民一人ひとりが関心を持つとともに、区長会や各種団体等が連携
して、特に若者や女性、移住者等が積極的に関わることができる活動を展開し、将来像を実
現するため具体的な取り組みを推進します。

櫻 井 寿 彦

永 井 盛 夫 城ノ前区田中地区副区長会長

堀 　 雅 明

片 桐 秀 貴
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元旦マラソン 元旦ウォーキング 田中まちなかハロウィン 地域防災講演会

こどもサロン

3



00

「
地
域
防
災
と
災
害
時
の
取
組
み
」

　
　に
つ
い
て
勉
強
会
を

　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　藤
崎
町
に
惜
敗

「
田
中
こ
ど
も
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　（子
ど
も
相
撲
・
魚
つ
か
み
取
り
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す
。

夏
休
み
に「
こ
ど
も
サ
ロ
ン
」

　
　 

　
　 

開
店
し
ま
す
！

　
「
田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会
」
事
務
局

     

　
　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
育
成
部
会

会
報
第
６
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提

供
を
モ
ッ
ト
ー
に
回
数
を
重
ね
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会

　
　
事
務
局
　
射
手
・
横
尾

　
　
電
　
話
　
７
１-

６
７
９
０

分

生
活
福
祉
部
会 況

4


